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	４月は勧告どおりにはしない

10日の町長交渉で経過措置について「４月は人事院勧告どおりには実施しない」との回答を得て合意しました。今後、国の状況に動きが出れば、町長の判断によっては、改めて労使協議をすることとなります。

つまり、勧告では経過措置について「2012年度は２分の１減額、2013年４月に廃止」としていますが、人勧どおりの廃止は４月には行わず、国に動きが出るまで制度を現行どおりとするということです。

国家公務員については、２月７日の『自治労つべつ』で報告しているとおり、民主、自民、公明３党が経過措置の廃止は、2014年４
	
	月に先送りすることで合意しており、国会ではこのとおり決まることが見込まれる情勢であることを改めてご承知ください。

さて、管内の各市町村では、議会日程の関係や他市町村の様子見という当局の消極的な姿勢で交渉が進んでいない情勢の中にあって、佐藤町長は、地方本部統一の10日をヤマ場として町職が町長に決断を求め交渉を積み上げてきたことを受け止め、「廃止をしない」という回答を決断しました。
町長が組合に対して示した誠意ある真摯な姿勢を組合全体で受け止めたいと考えます。
今後、２月23日の総務文教常任委員会に労使合意の結果が報告されます。
これからが闘いの後半戦

また、町長交渉では、16日に開かれる管内副市町村長会定期総会において、急遽、経過措置についての意見交換がされることとなったことが佐藤副町長から明らかにされました。
現在、津別、美幌、興部の３町で、４月に経過措置を廃止しないことで合意がされています。多くの単組では、これからが本格的な交渉です。３単組の成果をしっかり活かし、経過措置を廃止させない「流れ」つくらなくてはなりません。網走地方本部では、13～14日に道本部・地方本部の全単組オルグがあります。今日以降、交渉強化に向けた闘争の後半戦です。
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町長交渉では、４月の機構改革の課題についても交渉しました。


各課・グループの管理職を除く人員が、現行の103人から99人となります。（3月末退職者5名、4月の新規採用内定３名、保健師の正規職員採用がないと想定、管理職が21人とされているので新たに2人発令と想定）10日の町長交渉で、各課・グループの配置人数の考えを示すよう求めてきましたが、現在も各課長と協議中とのことで、20日までに提示したいとの回答がありこれを了承しました。今後の、支会別討論会で議論します。


















































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


